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展
示
も
行
わ
れ
、
華
や
か
な
迎
花
と
と
も
に
、
様
々
な

作
品
が
、
ご
来
場
の
皆
様
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
成
澤
和
則
市
教

育
長
と
小
林
健
郎
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
が
挨
拶
し
、

皆
川
治
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。引
き
続
き
、

鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
に
よ
る
公
演
で
は
合
唱
が
披

露
さ
れ
、
会
場
に
は
美
し
く
清
ら
か
な
歌
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
公
演
の
最
後
に
は
、
ご
来
場
の
皆
様
と
と

も
に
市
民
歌
斉
唱
で
芸
術
祭
の
幕
開
け
を
祝
い

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
「
芸
術
文
化
と
の
出
会
い
が

人
生
を
豊
か
に
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
澤
さ

ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
の
経
験
や
携

わ
っ
た
番
組
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
映
像
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
講
演
さ
れ
「
振
り
返
る
と
出
会

い
に
恵
ま
れ
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
こ
れ
た
事

を
実
感
す
る
。こ
れ
か
ら
も
出
会
い
に
感
謝
し
、

前
向
き
な
気
持
ち
を
大
切
に
生
き
て
い
き
た

い
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、講
演
の
最
後

に
は
、
観
客
の
皆
様
か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え

い
た
だ
く
場
面
も
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
お
話

し
を
伺
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
芸
術
祭
は
、
８
月
下
旬
か
ら
12
月
上

旬
の
約
３
カ
月
に
渡
り
、
47
団
体
に
よ
る
42
の

展
示
・
公
演

が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
各
地

域
文
化
祭
が

協
賛
し
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
開
幕
行
事
が
９
月
６

日
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
を
会
場
に
、
ご
来
賓
・
芸
術
文
化

団
体
関
係
者
や
市
民
の
方
々
等
、
約
３
５
０
名
が
出
席
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
17
年
に
新
鶴
岡
市
が
発
足
し
、

平
成
18
年
か
ら
第
１
回
で
ス
タ
ー
ト
し
た
芸
術
祭
も
、
本

年
は
第
20
回
の
節
目
を
迎
え
、
開
幕
行
事
で
は
式
典
・
公

演
に
併
せ
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
石
澤
典
夫
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
、
加
盟
７
団
体
に
よ
る

　

庄
内
平
野
は
金
色
の
豊
穣
の
彩
り
に
輝
い
て
、
い

よ
い
よ
芸
術
の
秋
の
到
来
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
民
芸
術
祭
参
加
、
鶴
岡
市
市
制
施
行
20
周
年
記

念
、
第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
は
、
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

大
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
、
鶴
岡
市
長
皆
川
治
様
は

じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
、
選
考
委
員
、
会
員
、
市
民

の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
９
月
６
日
に
開
幕

式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
幕
行
事
は
、
式
典
、
鶴
岡
土
曜
会
混
声

合
唱
団
に
よ
る
記
念
公
演
の
他
に
、
第
20
回
を
記
念

し
て
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
石
澤
典
夫
氏
に
よ
る
「
芸
術
文
化
と
の
出
会
い
が

人
生
を
豊
か
に
す
る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
は
７
団
体
の

方
々
に
よ
る
、
ち
ぎ
り
絵
、
書
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
、
写
真
、
絵
画
、
迎
花
の
展
示
が
行
わ
れ
、
盛
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
芸
術
祭
は
47
団
体
に
よ
る
42
公
演
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
酷
暑
の
今
夏
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
皆
様
、
制
作
に
練
習
、
稽
古
に
励
ん
で
こ
ら
れ

た
事
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。
各
団
体
の
皆
様
の
多
様
な
素
晴
ら
し
い
創
作
活

動
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
団
体
間
の
交
流
が
活
発
に

行
わ
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
芸
術
祭
を
通
し
て
会
員
、
市

民
の
皆
様
の
生
活
が
さ
ら
に
心
豊
か
な
も
の
に
な
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

会 

長
　 

小
林
健
郎

芸
術
の
秋
到
来
!!

　

 

芸
術
祭
を
通
し
て
心
豊
か
に

～
石
澤
典
夫
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
！
～

鶴
岡
市
芸
術
祭
開
幕

第
20
回

シルクロード（敦煌）についてお話しする石澤典夫さんシルクロード（敦煌）についてお話しする石澤典夫さん
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令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
8
年
3
月
31
日
ま
で

本
年
度
は
、
鶴
岡
市
文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
の
趣
旨
を
活
か
し
、
会
員
の

一
層
の
意
識
高
揚
と
融
和
協
調
を
図
り
、
本
市
の
文
化
芸
術
振
興
の
た
め 

鋭
意
努
力
す
る
。

令
和
7
年
度 

事
業
活
動
計
画

⃝
�

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
を
事
業
の
中
心

に
据
え
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
振

興
お
よ
び
拡
大
を
図
る
。

⃝
�

法
人
設
立
10
年
目
に
鶴
岡
市
芸
術
祭
が

第
20
回
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
て
芸
術
祭
開
幕
行
事
を
開
催
す
る
。

⃝
�

若
い
世
代
の
育
成
支
援
と
し
て
文
化
芸

術
の
継
承
発
展
の
た
め
「
こ
ど
も
文
化

ク
ラ
ブ
」
事
業
を
推
進
す
る
。

⃝
�

本
法
人
の
事
業
内
容
の
周
知
・
広
報
に

努
め
、
情
報
共
有
と
新
規
会
員
の
加
入

促
進
を
図
る
。

⃝
�

鶴
岡
市
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
（
タ

ク
ト
つ
る
お
か
共
同
企
業
体
）
と
し
て
、

文
化
会
館
の
適
切
な
管
理
運
営
に
努
め
、

芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
。

１ 

事
業
実
施
の
方
針

特
定
非
営
利
活
動
法
人

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
役
員

会　
　

長

小　

林　

健　

郎

副 

会 

長

柿　

﨑　

泰　

裕

副 

会 

長

梅　

津　

芳　

春

副 

会 

長

髙　

山　

千
代
子

理　
　

事

事
務
局
長

榊　

原　

賢　

一

理　
　

事

渡　

部　

一　

彦

理　
　

事

布　

川　

美
與
子

理　
　

事

佐　

藤　

真
由
美

理　
　

事

古　

本　

曉　

美

理　
　

事

佐　

藤　
　
　

謙

理　
　

事

菅　

原　

和　

則

監　
　

事

松　

本　

武　

雄

監　
　

事

阿　

部　

淳　

二

任
期
２
年（
令
和
６
年
５
月
28
日
～
令
和
８
年
５
月
27
日
）

事
業
名

具
体
的
な
事
業
内
容

1�

芸
術
祭
の
開
催

事
業

◦�

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭

の
開
催

　
（�

鶴
岡
市
教
育
委
員
会

と
の
共
催
）

◦�

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭

開
幕
行
事

　
（�

式
典
・
公
演
・
講
演
会
・

展
示
）

◦�

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭

閉
幕
の
つ
ど
い

2�

芸
術
文
化
創
作

活
動
、
発
表
活

動
の
振
興
事
業

◦�

芸
術
文
化
活
動
、
交
流

へ
の
支
援
と
し
て
の
後

援
承
認
等

3�
加
盟
団
体
、
会

員
相
互
の
連
携
、

交
流
・
顕
彰
事

業

◦�

功
労
者
表
彰
規
定
に
基

づ
く
表
彰

4�

次
世
代
の
育
成

事
業

◦�「
こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ

事
業
」
の
実
施

5�

会
報
発
行
等
の

広
報
活
動
事
業

◦�

会
報
「
つ
る
お
か
芸
文

だ
よ
り
」の
発
行　
（
年

２
回
）

◦�

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
用

6�

文
化
施
設
の
整

備
促
進
、
利
用

促
進
、
管
理
・

運
営
事
業

◦�

鶴
岡
市
文
化
会
館
の
管

理
運
営
業
務
の
受
託

（
指
定
管
理
）

7�

各
種
芸
術
、
文

化
に
関
す
る
発

表
会
、
公
演
会

等
の
共
催
、
後

援
事
業

◦�

会
員
が
主
催
・
共
催
す

る
発
表
会
、
展
示
会
お

よ
び
全
市
芸
術
的
文
化

事
業
へ
の
協
力（
共
催
・

後
援
）

8�

そ
の
他
目
的
達

成
に
必
要
な
事

業

◦�

庄
内
地
区
芸
術
文
化
懇

談
会
へ
の
参
加

◦�

鶴
岡
市
文
化
基
金
協
議

会
運
営
へ
の
協
力

◦�

市
内
芸
術
文
化
活
動
未
加

盟
団
体
等
の
情
報
収
集

２ 

事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
項

　

令
和
７
年
度
特
定
非
営
利
活
動
法
人
鶴
岡
市
芸

術
文
化
協
会
通
常
総
会
が
、
５
月
28
日
東
京
第
一

ホ
テ
ル
鶴
岡
で
、皆
川
治
鶴
岡
市
長
は
じ
め
来
賓
、

加
盟
団
体
代
表
な
ど
約
80
名
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
林
健
郎
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
今
年
度
は
市

芸
術
祭
が
第
20
回
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
開
幕
行
事
は
式
典
に
加
え
鶴
岡
土
曜
会
混

声
合
唱
団
の
公
演
と
石
澤
典
夫
氏
の
講
演
な
ど
予

定
し
て
い
る
。
市
文
化
芸
術
推
進
計
画
の
趣
旨
を

活
か
し
芸
術
文
化
の
振
興
、
次
世
代
育
成
に
努
め

た
い
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
６
年
度
事
業
活
動
報
告
並
び

に
決
算
報
告
、
令
和
７
年
度
事
業
活
動
計
画
並
び

に
活
動
予
算
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
総
会
に
先
立
ち
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
東
山
昭
子
さ
ん
が
特
別
功
労
者
、
難
波
正
喜

さ
ん
、
三
井
薫
さ
ん
、
佐
々
木
秀
子
さ
ん
の
３
人

が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
同
会
場
で
開
催
さ
れ
、
功

労
者
を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
来
賓
や
会
員
同
士

で
親
睦
を
深
め
和
や
か
に
交
流
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る

会場の様子
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令
和
7
年
度 

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

　

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
会
長

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
当
協
会

の
発
展
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。
市
民
参
加
型
の
鶴
岡
市
芸

術
祭
を
は
じ
め
、
6
地
域
芸
術

文
化
協
会
の
一
体
化
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
設
立
を
牽
引
し
、
芸
術
文

化
団
体
や
若
い
世
代
の
育
成
支

援
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、

芸
術
文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
者
表
彰

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会 
相
談
役

前 

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会 
会
長

東
山
　
昭
子 
氏

　

日
本
九
重
流
鶴
城
清

吟
会
副
会
長
と
し
て
会

員
融
和
に
務
め
、
詩
吟

の
普
及
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

協
会
監
事
、
理
事
と
し

て
法
人
運
営
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

前 

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会 

理
事

元 

日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会 

副
会
長

三 

井 

　
薫 

氏
　

稲
京
短
歌
会
の
代
表

と
し
て
長
年
に
わ
た
り

会
の
統
率
運
営
に
当
た

ら
れ
、
ま
た
指
導
者
と

し
て
短
歌
文
芸
の
普
及

発
展
、
子
ど
も
達
へ
の

短
歌
を
通
し
て
の
情
操

教
育
に
注
力
さ
れ
る
な

ど
、
芸
術
文
化
の
振
興

に
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

稲
京
短
歌
会 

代
表

佐
々
木
秀
子 
氏

　

櫛
引
芸
術
文
化
協
会

会
長
と
し
て
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
芸
術
文
化

の
普
及
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

協
会
理
事
、
副
会
長
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設

立
・
運
営
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

前 

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会 

副
会
長

前 

櫛
引
芸
術
文
化
協
会 

会
長

難
波
　
正
喜 

氏

優 秀 賞
⃝創立100周年記念 令和6年度白甕社美術展（公募）
　【白甕社】

奨 励 賞
⃝ミュージカル「蜂子の皇子物語～神様と友達になった夏休み～」
　【出羽庄内市民ミュージカル若手塾】
⃝日本九重流朝暘清吟会 創設第150回記念大会
　【日本九重流詩吟朝暘清吟会】

　山形県芸術文化協会の令和7年度通常総会が令和7年�
5月24日（土）に山形グランドホテルで開催され、令和6年
度第62回県民芸術祭賞贈呈式も併せて執り行われました。
当会から県民芸術祭へ参加した中から3団体が受賞しまし
た。受賞団体の皆さまおめでとうございます。今後ますま
すのご活躍を期待しています。

令和6年度（第62回）  

県民芸術祭賞受賞

鶴岡市芸術文化協会 相談役

石田 雄 先生に感謝

　鶴岡市芸術文
化協会事務局長
として、会務の
拡大発展に心血
を注がれ、また、
記念誌や広報発

行を通じて本会と市民や関係各位を絆深く
結ぶ任務に精魂を込められました。ご功労
に敬意を表しますとともに、心からご冥福
をお祈り申し上げます。
� （９月18日 ‌95歳で逝去）
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第
20
回 

鶴
岡
市
芸
術
祭
開
幕
行
事

── 第20回 鶴岡市芸術祭 開催に寄せて ──

成澤教育長 挨拶小林会長 挨拶 皆川市長 祝辞

開  幕  式  典

石澤さんへ花束贈呈鶴岡土曜会混声合唱団

　

平
成
17
年
に
新
鶴
岡
市
が
発
足
し
た
時
、
昭
和

38
年
以
来
活
動
し
て
い
た
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会

が
あ
り
ま
し
た
。
各
地
区
に
は
歴
史
あ
る
芸
術
文

化
活
動
が
あ
り
、
一
本
化
す
る
に
あ
た
り
、
山
崎

誠
助
会
長
、
石
田
雄
事
務
局
長
を
中
心
に
数
回
の

話
し
合
い
を
持
ち
、
各
地
区
の
立
場
を
理
解
・
尊

重
し
、
芸
術
文
化
を
愛
す
る
心
を
一
つ
に
ま
と
め
、

平
成
18
年
第
１
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
が
誕
生
し
ま
し

た
。
芸
術
祭
協
賛
金
制
度
の
輪
も
広
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
市
民
と
一
体
化
し
、
香
り
高
い
芸
術
文
化

の
創
造
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

鶴
岡
和
紙

　
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル 

代
表

小
澤
紀
美

 

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
に
感
謝

　

鶴
岡
市
合
併
20
周
年
の
節
目
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
が
誕
生
し
て
か
ら
早
や
十

年
。
各
地
域
で
は
先
人
が
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ

た
文
化
、
歴
史
、
伝
統
等
の
継
承
が
困
難
な
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
古
の
文
化
に
現
代
の
芸
術

文
化
等
重
ね
、
市
民
が
楽
し
み
な
が
ら
集
い
、
語

り
、
諸
々
の
想
い
を
形
に
し
、
街
中
や
地
域
に
市

民
の
感
動
と
感
謝
の
意
が
響
き
渡
る
、
文
化
の
高

い
街
づ
く
り
活
動
に
深
謝
し
、
更
な
る
発
展
を
期

待
し
ま
す
。

元 �

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会 

理
事

渡
部
　
嚴

 

感
動
と
感
謝
の

　
　

  

街
づ
く
り
活
動
に
深
謝
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令和7年度 こども文化クラブ事業について

ステンドグラス“光彩”

庄内水彩画会

書道研究 飛雲会

藤彩色葉会

 Do youフォト教室

小原流鶴岡支部

鶴岡和紙ちぎり絵サークル

── エントランスホールでの作品展示 ──

　

鶴
岡
市
総
合
型
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
助
成
を
受
け
て
実
施
す
る

「
こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
芸
術
文
化
に

触
れ
親
し
む
機
会
を
通
じ
て
豊
か
な
心
と
感
性
を
育
む
こ
と
で
、

次
世
代
へ
の
継
承
・
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
鶴
岡
市
中
央
公
民
館
と
の
共
催

で
市
内
全
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
講
座
（
華
道
教
室
）

を
6
月
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

と
連
携
し
た
講
座
は
、
7
地
区
で
6
月
か
ら
来
年
1
月
ま
で
の
12

分
野
54
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
加
盟
団
体
か
ら
派
遣
の

講
師
等
の
皆
様
に
は
、引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
朝
暘
第
三
小
学
校 

６
年　

植
木 

愛
実

　

私
は
、
初
め
て
い
け
ば
な
の
体
験
を
し
て
少
し
き
ん
ち
ょ
う
し

た
け
ど
、
い
け
始
め
た
ら
お
も
し
ろ
く
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。
花
の
角
度
や
長
さ
、
向
き
な
ど
を
変
え
る
と
印
象
も
変
わ
っ

て
き
て
、
色
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
色
々
な
流
派
が
あ
っ
て
、
流
派
に
よ
っ
て

い
け
方
も
ち
が
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

1 

実
施
日

� 

令
和
7
年
6
月
7
日
か
ら�

 

令
和
8
年
1
月
16
日
ま
で

2 

分
　
野

 �

短
歌
、絵
画
、造
形
、和
紙
ち

ぎ
り
絵
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

琵
琶
、文
化
箏
、尺
八
、民
話
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、茶
道
、華
道

3 

会
　
場

 �

中
央
公
民
館
、上
郷
、三
瀬
、

由
良
、湯
野
浜
、大
山
、西
郷
、

鼠
ヶ
関

事

業

内

容

舞
台
部
門

（
大
衆
芸
能
部
門
含
む
）

小　

林　
　
　

功

五
十
嵐　

悦　

郎

佐　

藤　

よ
し
子

佐　

竹　

美
津
子

布　

川　

美
與
子

岩　

松　

美　

代

阿　

部　

由　

利

齋　

藤　

健
太
郎

樋　

坂　
　
　

聡

展
示
・ 

茶
道
部
門

（
文
芸
部
門
含
む
）

梅　

津　

芳　

春

柿　

﨑　

泰　

裕

藤　

間　

靜
貴
久

佐　

藤　

嘉　

男

髙　

山　

千
代
子

田　

中　

芳　

昭

秋　

山　

か
お
る

村　

山　

智　

昭

総
括
（
事
務
局
長
）

榊　

原　

賢　
一

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
賞

選 

考 

委 

員

こ
ど
も
文
化
ク
ラ
ブ
事
業
の
計
画

華道教室
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特定非営利活動法人

鶴岡市芸術文化協会への加盟のご案内
　鶴岡市の芸術文化活動の輪が、更に大きく広がることを望み、
芸術・文化活動をされている団体の新規加盟を募集しています。

《加盟によるメリット》
○主催事業についての周知及び活動発表の場の提供
○芸術祭参加事業における施設の予約調整及び使用料の減免
○芸術祭参加公演団体へ助成
　❖年会費　団体　５，０００円
　❖入会についてのお問合せは、下記事務局へご連絡ください。

https://tsuruoka-geibun.or.jp

特定非営利活動法人  鶴岡市芸術文化協会事務局
〒997-0346 鶴岡市上山添字文栄100番地 鶴岡市櫛引庁舎内
Tel 0235-57-2008   Fax 0235-64-0515
E-mail：tsurugeibun@tiara.ocn.ne.jp

トップ画面の
QRコード

特定非営利活動法人鶴岡市芸術文化協会 部門別加盟団体・地域芸術文化協会一覧�（62団体）

編

集

後

記

　

第
20
回
鶴
岡
市
芸
術
祭
開
幕
行
事
も

皆
様
の
ご
協
力
で
無
事
に
終
わ
り
、
そ

の
一
端
を
今
回
の
広
報
に
載
せ
ま
し
た
。

広
報
が
届
く
頃
に
は
、
会
員
の
皆
様
が

日
頃
丹
精
を
込
め
た
作
品
や
、
演
奏
、

舞
台
な
ど
が
終
盤
を
迎
え
て
い
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
お
互
い
に
応
援
し
合
い
、

鶴
岡
の
芸
術
を
更
に
盛
り
上
げ
て
行
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
芸
術
は
感
動
で
す
。

感
動
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
心
は
豊

か
に
な
り
ま
す
。
是
非
そ
の
感
動
を
紙

面
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
是
非
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

（
髙
山
千
代
子
）

地域
・
部門

団体名称 代表者

地
　
域

藤島芸術文化協会 齋 藤 兼 夫
羽黒芸術文化協会 丸 山 壽 身
櫛引芸術文化協会 佐 藤 信 弘
朝日芸術文化協会 清 野 吉 喜
温海芸術文化協会 本 間 庸 枝

文
　
芸

黄雞鶴岡歌会 山 口 園 枝
稲京短歌会 佐々木秀子
俳誌「月山」鶴岡支部 阿部月山子

美
　
術

白　甕　社 松 平 一 民
鶴岡書道会 山 本 良 伸
畊　雅　会 阿 部 律 子
鶴岡小品盆栽会 上 林 節 男
如　月　会 梅 本 幸 仙
鶴岡和紙ちぎり絵サークル 小 澤 紀 美
庄内写真研究会 佐 藤 時 彦
フォトサロン写楽 菅 原 健 一
書道研究 飛雲会 渡 部 飛 雲
ステンドグラス“光彩” 東海林宏子
 Do youフォト教室 菊 地 勝 春
庄内水彩画会 工 藤 祐 吉

邦
　
楽

錦心流琵琶全国一水会鶴岡支部 市 川 清 治
宝生流鶴岡五雲会 岡　眞理子
山形県大正琴・文化箏愛好会 梅 津 芳 春
鶴岡竹友会 佐 藤 　 晃
高橋理香箏アンサンブル 高 橋 理 香
荘内竹道会 渡 部 滋 人
庄内謡曲愛好会 西 澤 雪 子
佳 興 の 会 岡 　 政 雄

日舞
藤　靜　会 藤間靜貴久
千　川　流 千 川 貴 楽

民
謡
・

民
舞

さ ゞ 波 会 後 藤 和 夫
淡　井　会 山 本 淡 井

地域
・
部門

団体名称 代表者

吟
　
詠

日本九重流鶴城清吟会 佐 藤 　 謙
九重流詩吟学会朝暘清吟会 百 瀬 皓 洲
剣聖流剣詩舞鶴岡剣聖会 小 竹 郁 弥

民俗芸能 田川民話の会 帯 刀 春 男

洋
　
楽

鶴岡土曜会混声合唱団 佐 藤 大 吾
鶴岡放送児童合唱団 伴　和香子
バウムクーヘン 小野寺智子
スイング･クレインズ･ジャズ･オーケストラ 橋 本 祥 造
鶴岡吹奏楽団 大 場 輝 和
鶴岡ジュニアオーケストラ 深 澤 康 之
荘内金管合奏団 加 藤 　 聡
鶴岡軽音楽クラブ 村 山 智 昭

洋
　
舞

吉続舞踊学園 吉 續 正 義
ハウオリフラスタジオ 五十嵐道子
ニケラベリーダンスカンパニー 地 主 裕 子
Reve・Ballet studio 眞 田 　 優
◎ Te Tiare Nui フラ&タヒチアンダンススタジオ 佐 藤 由 美

演
　
劇

劇団いでは 大 舘 一 治
劇団だいこん座 佐 藤 秀 樹
表現舎刻一刻 佐 藤 正 一
出羽庄内市民ミュージカル若手塾 大 井 卓 磨

茶
　
道

大日本茶道学会鶴岡支部 手 塚 裕 美
裏千家淡交会庄内支部鶴岡地区 小 林 宗 節
表千家同門会山形県支部庄内地区 日 向 宗 節
遠州流茶道山形支部 堀 　 宗 敬

華
　
道

古流松應会庄内支部 古 本 理 暁
一般財団法人　小原流鶴岡支部 阿 部 　 剛
草月会山形県支部鶴岡地区 眞 田 鶴 声
池　　　坊 冨 樫 秀 月

大衆芸能 庄内なつメロ会 菅 原 幸 一
◎印は新規加盟団体（令和7年10月現在）�




